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9月
定例月議会

市
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
執
行
機
関
に
対
し
、
口
頭
を
も
っ
て
説
明
を
求
め
、

事
実
ま
た
は
所
信
を
質
（た
だ
）す
行
為
を
「一
般
質
問
」と
言
い
ま
す
。

「一
般
質
問
」に
よ
り
執
行
機
関
の
反
省
を
う
な
が
し
た
り
、
適
切
な
措
置
を
講

じ
さ
せ
た
り
す
る
効
果
を
有
し
て
い
ま
す
。
本
会
派
で
は
、
年
４
回
の
定
例
月
議

会
に
お
い
て
所
属
議
員
が
市
民
の
代
表
と
し
て
毎
回
発
言
す
る
こ
と
を
常
識
と

し
て
お
り
、
今
回
も
遠
藤
副
議
長
を
除
く
６
名
が
「一
般
質
問
」を
行
い
ま
し
た
。

※
議
長
・
副
議
長
・
監
査
は
質
問
し
な
い
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

将来に向けた藤枝総合運動公園の充実について

発
言
順

２
番（
９
月
７
日
）

岡
村
好
男
議
員

本市における地球温暖化対策の取組について

発
言
順

３
番（
９
月
７
日
）

増
田
克
彦
議
員

１ 中学校部活動の地域移行について
2 子どもから高齢者まで安心して生活できるための交通ネットワークの充実について

発
言
順

５
番（
９
月
７
日
）

川
島
美
希
子
議
員

山間地集落に存在する小規模水道に、どう向き合うか

発
言
順

６
番（
９
月
７
日
）

平
井
登
議
員

自転車の活用推進について

発
言
順

11
番（
９
月
８
日
）

鈴
木
岳
幸
議
員

続・リニア南アルプストンネル工事に伴う藤枝市の水資源への影響について

発
言
順

15
番（
９
月
９
日
）

八
木
勝
議
員

問

「
小
規
模
水
道
Ａ
」
は
集
落
の
住
民
が
設
置
し
、
保
守
・
管

理
等
を
行
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
こ
れ
ま
で
同
施
設
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
支
援
・
助
成
を
さ
れ
て
来
て
い
る
の
か
伺
う
。

答

機
器
の
故
障
な
ど
給
水
不
能
の
場
合
、
給
水
タ
ン
ク
を
設
置

し
応
急
給
水
の
支
援
を
行
っ
た
。
漏
水
事
故
の
場
合
に
は
、
早

期
復
旧
に
向
け
漏
水
発
生
箇
所
の
特
定
調
査
や
修
理
に
伴
う
技

術
的
支
援
を
行
っ
た
。
毎
年
10
施
設
程
度
を
抽
出
し
、
施
設
に

立
ち
入
り
指
導
、
助
言
を
行
う
な
ど
人
的
、
技
術
的
な
支
援
に

努
め
て
い
る
（
資
金
援
助
は
し
て
い
な
い
）
。

問

「
小
規
模
水
道
Ｂ
」
に
該
当
す
る
施
設
の
設
置
数
や
給
水
人

口
等
の
状
況
を
把
握
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答

本
年
３
月
末
に
お
け
る
給
水
区
域
外
人
口
４
６
０
４
人
の
う

ち
、
本
市
が
把
握
し
て
い
る
人
口
１
０
０
人
以
下
の
飲
料
水
供

給
施
設
の
人
口
が
９
２
５
人
の
た
め
、
差
し
引
き
３
６
７
９
人

が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
利
用
人
口
と
な
る
。

問

「
小
規
模
水
道
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」
に
つ
い
て
は
、
水
源
で
あ
る

山
の
荒
廃
と
野
生
鳥
獣
の
増
加
に
よ
る
水
質
へ
の
不
安
や
、
集

落
か
ら
離
れ
た
施
設
の
保
守
管
理
作
業
の
危
険
、
あ
る
い
は
温

暖
化
で
多
発
す
る
風
水
害
、
水
源
そ
の
も
の
の
枯
渇
、
水
位
低

下
等
々
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
他
方
で
、
本
市
の
将
来
性
、

発
展
性
の
面
、
と
り
わ
け
山
間
地
域
へ
の
移
住
定
住
を
促
す
事

業
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
、
小
規
模
水
道
の
安
全
性
や
安

定
性
の
確
保
に
つ
い
て
、
正
面
か
ら
向
き
合
い
対
策
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
ご
見
解
を
伺
う
。

答

取
水
場
所
の
異
常
、
水
質
汚
染
、
人
口
や
世
帯
数
の
減
少
に

よ
る
修
繕
費
用
の
増
嵩
な
ど
課
題
を
多
く
抱
え
、
運
営
に
苦
慮

し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
支
援
を
行
っ

て
い
る
が
、
小
規
模
水
道
の
在
り
方
と
い
う
根
本
的
な
課
題
解

決
に
向
け
、
一
歩
進
ん
だ
新
た
な
助
成
制
度
を
検
討
し
、
小
規

模
水
道
利
用
者
の
安
全
で
安
心
な
水
の
確
保
に
努
め
る
。

問

県
が
設
定
す
る
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
ル
ー

ト
に
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
コ
ー
ス
を
提
案
し
て
い
く
か
、
伺

い
ま
す
。

答

県
と
中
部
５
市
２
町
の
協
議
会
に
よ
り
、
富
士
山
静
岡
空

港
周
遊
新
ル
ー
ト
を
設
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
瀬
戸
谷
や
朝
比

奈
な
ど
中
山
間
の
コ
ー
ス
設
定
を
提
案
し
て
い
く
。
ま
た
、
宇

津
ノ
谷
峠
や
旧
東
海
道
な
ど
の
日
本
遺
産
が
あ
る
場
所
も
提
案

し
、
藤
枝
市
内
を
１
周
す
る
よ
う
な
コ
ー
ス
も
提
案
し
て
い
き

た
い
。

問

藤
枝
市
内
で
、
自
転
車
関
連
の
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

で
き
な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

答

公
道
で
の
レ
ー
ス
を
行
う
場
合
に
は
、
周
辺
の
交
通
へ
の

影
響
も
考
慮
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
点
、
大
井
川
リ
バ
テ
ィ
を

利
用
し
た
大
会
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
も
高
い
た
め
、
島
田
市

や
焼
津
市
な
ど
近
隣
市
と
協
議
し
て
開
催
可
能
か
ど
う
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

県
は
、
県
内
す
べ
て
の
市
町
で
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の

策
定
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
、
策
定
す
る
予
定

は
あ
る
か
。

答

自
転
車
の
利
用
促
進
は
、
環
境
や
健
康
増
進
、
観
光
、
地

域
振
興
な
ど
様
々
な
分
野
へ
展
開
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
関
連
付
け
て
総

合
的
に
取
り
組
む

た
め
の
指
針
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、

今
後
、
環
境
、
交

通
、
健
康
増
進
な

ど
に
関
わ
る
全
庁

的
な
組
織
を
立
ち

上
げ
、
計
画
策
定

に
向
け
て
進
め
て

行
く
。

※
答
弁
は
す
べ
て
北
村
市
長

問

水
問
題
の
理
解
は
ど
の
程
度
深
ま
っ
た
の
か
。

答

大
井
川
の
表
流
水
や
伏
流
水
、
地
下
水
は
水
道
水
を
は
じ
め

農
業
用
水
、
工
業
用
水
等
に
活
用
さ
れ
て
お
り
流
域
の
市
町
に

と
っ
て
命
の
水
で
あ
る
。
国
の
有
識
者
会
議
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の

説
明
に
対
し
て
県
や
流
域
市
町
、
利
水
関
係
者
等
の
納
得
が
得

ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
の
具
体
的

な
助
言
・
指
導
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。
中
間
報
告
で
は
、
工

事
期
間
中
も
含
め
て
湧
水
全
量
を
戻
す
こ
と
で
中
下
流
域
の
河

川
流
量
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
や
、
リ
ス
ク
へ
の
対
応
や
適
切
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
が
科
学
的
・
工
学
的
に

確
認
さ
れ
、
水
資
源
問
題
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

東
海
に
対
し
て
「
流
域
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

十
分
に
行
う
な
ど
、
水
資
源
に
関
す
る
地
域
の
不
安
や
懸
念
が

払
拭
さ
れ
る
よ
う
真
摯
な
対
応
を
継
続
す
べ
き
」
と
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
流
域
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
、
県
や
流
域

市
町
、
利
水
関
係
者
等
と
連
携
し
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
要
請
し
て
い
く
。

問

ト
ン
ネ
ル
湧
水
全
量
を
大
井
川
に
戻
す
具
体
策
と
Ｊ
Ｒ
東
海

の
示
し
た
、
Ａ
案＝

釜
場
を
作
っ
て
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
。

Ｂ
案＝

田
代
ダ
ム
取
水
抑
制
案
に
つ
い
て
、
我
々
流
域
住
民
は

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
れ
ば
よ
ろ
し
い
か
。

答

具
体
策
は
Ｊ
Ｒ
東
海
が
、
そ
の
責
務
に
お
い
て
検
討
す
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
本
年
４
月
26
日
の
「
地
質
構
造
・
水
資
源
専

門
部
会
」
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
Ａ
案
、
Ｂ
案
が
示
さ
れ

た
。
Ａ
案
で
は
、
工
事
期
間
中
の
10
か
月
間
は
水
が
戻
せ
ず
、

最
大
で
１
年
９
か
月
か
け
て
水
を
戻
す
こ
と
に
な
り
、
水
温
や

水
質
に
つ
い
て
も
課
題
に
な
る
。
Ｂ
案
は
、
渇
水
期
の
河
川
流

量
や
ダ
ム
取
水
量
等
、
必
要
な
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

水
利
権
等
の
法
令
上
の
懸
念
も
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

８
月
10
日
に
行
わ
れ
た
知
事
と
流
域
市
町
の
意
見
交
換
で
は
、

私
か
ら
「
も
う
少
し
頻
繁
に
意
見
交
換
を
行
い
、
知
事
と
流
域

首
長
の
意
思
疎
通
を
図
り
た
い
」
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
了
承
さ

れ
、
今
後
、

県
専
門
部
会
も
含
め
継
続
的
に
対
話
し
相
互
の
理

解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
県
や
流
域
市
町
、
利
水
関
係
者
等

で
連
携
し
、
リ
ニ
ア
整
備
事
業
と
両
立
す
る
水
資
源
の
確
保
、

環
境
保
全
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
１

令
和
７
年
度
を
目
途
に
休
日
の
部
活
か
ら
地
域
移
行
へ
】

問

部
活
の
加
入
者
数
と
、
現
状
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答

本
年
５
月
現
在
の
加
入
者
は
全
体
の
約
68
％
。
廃
部
、
休

部
が
増
え
、
ま
た
近
隣
の
学
校
と
合
同
で
サ
ッ
カ
ー
部
、
野

球
部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で
活
動
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

水
泳
部
、
陸
上
部
、
柔
道
部
は
全
校
で
廃
部
、
男
子
バ
レ
ー

部
、
吹
奏
楽
部
も
存
続
し
て
い
る
学
校
は
少
な
い
。
生
徒
の

希
望
に
沿
っ
た
種
目
が
維
持
で
き
て
い
な
い
。

問

掛
川
市
は
地
域
ク
ラ
ブ
公
認
制
度
や
部
活
動
指
導
員
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
く
募
集
し
て
い
る
。
本
市
で
も
導
入
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

答

掛
川
市
の
制
度
も
参
考
に
し
、
広
く
募
集
を
行
う
な
ど
、

体
制
づ
く
り
を
進
め
る

問

地
域
移
行
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
効
果
が
考
え
ら
れ
る
か
。

答

様
々
あ
る
が
、
地
域
に
受
け
皿
が
あ
れ
ば
、
演
劇
・
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
・
e
ス
ポ
ー
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
新
し
い

ジ
ャ
ン
ル
も
可
能
に
な
る
。
活
動
日
も
柔
軟
に
設
定
で
き
る
。

問

生
徒
、
保
護
者
の
希
望
要
望
に
応
え
る
環
境
を
ど
の
よ
う

に
整
え
る
の
か
伺
う
。

答

生
徒
、
保
護
者
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
、
学
校
と
団

体
と
の
調
整
役
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
る
会
計
年
度
職

員
の
任
用
を
検
討
し
て
い
く
。

【
２

バ
ス
停
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
延
伸
】

問

更
な
る
路
線
の
充
実
が
望
ま
れ
る
が
、

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答

令
和
５
年
４
月
か
ら
時
ケ
谷
地
区
へ

五
十
海
・
市
立
総
合
病
院
線
を
延
伸
す

る
。

藤
枝
駅
・
広
幡
線
を
仮
宿
、
横
内
、
東

町
地
区
に
延
伸
し
「
誰
も
が
快
適
に
移

動
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
す
。

問

時
ケ
谷
地
区
は
住
宅
街
で
す
が
、

バ
ス
停
は
ど
こ
に
設
置
す
る
か
伺
う
。

答

地
域
の
皆
さ
ん
が
良
く
ご
存
じ
の

町
内
会
館
と
、
市
営
住
宅
の
計
４
か
所
で
す
。

問

第
２
次
藤
枝
市
環
境
基
本
計
画(

後
期
計
画)

に
お
け
る
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
に
関
す
る
各
セ
グ
メ
ン
ト
の
目
標
達
成
率
を
伺
う
。

答

①
公
共
施
設:

７
１
・
４
％

②
市
内
事
業
者:

９
９
・
１
％

③
市
民(

家
庭)

:

９
４
・
５
％

④
交
通
・
運
輸:

９
６
・
０
％
。

市
全
体
で
は:

９
１
・
２
％
。

問

本
市
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
低
減
に
関
す
る
２
０
３
０
年
目
標

(

２
０
１
３
年
比
46
％
減)

に
対
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
ど
の
よ

う
か
伺
う
。

答

環
境
基
本
計
画
第
５
章
に
地
球
温
暖
化
対
策
地
方
公
共
団
体

実
行
計
画
を
位
置
付
け
、
削
減
目
標
、
達
成
に
向
け
た
市
民
、

事
業
者
、
行
政
の
役
割
に
応
じ
た
具
体
の
取
組
を
示
し
進
め
て

い
る
。

問

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
の
改
正
を
受
け
て
、
国
が
補
助
す

る
と
し
て
募
っ
た
「
脱
酸
素
先
行
地
域
」
に
静
岡
市
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
詳
細
な
計
画
を
発
表

し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の

所
感
を
伺
う
。

答

実
現
に
は
市
だ
け
で
な
く

事
業
者
の
大
き
な
協
力
が
必
要

で
、
静
岡
市
は
こ
れ
か
ら
開
発

し
て
い
く
地
域
を
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
脱
炭
素
先
行
地

域
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

へ
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
実
行
計
画
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
総
合
計
画
や
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど

の
関
連
計
画
と
十
分
に
整
合
を

図
り
、
事
業
者
や
地
域
住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

イ
ラ
ス
ト
は
、「
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
」
理
論
イ
メ
ー
ジ

配布資料

〈
藤
枝
市
上
水
道
事
業
の
範
囲
外
と
な
る
住
民
運
営
の
水
道
施
設
〉

【
小
規
模
水
道
Ａ
】
飲
料
水
供
給
施
設
（
人
口
１
０
０
人
以
下
）

【
小
規
模
水
道
Ｂ
】
届
け
出
が
無
い
小
規
模
給
水
施
設

【
小
規
模
水
道
Ｃ
】
戸
別
に
よ
る
表
流
水
や
井
戸
利
用
施
設

【
宿
泊
施
設
と
屋
内
運
動
場
の
新
設
を
！
】

問

総
合
運
動
公
園
周
辺
の
「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
拠
点
」
づ
く
り
に

向
け
た
、
更
な
る
機
能
強
化
の
充
実
と
拡
大
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答

国
内
外
か
ら
の
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
訪
れ
合
宿
を
行

い
、
市
民
と
交
流
で
き
る
宿
泊
機
能
や
、
多
目
的
室
内
ス
ペ
ー

ス
案
等
の
拡
大
策
を
図
っ
て
い
く
。

問

こ
の
総
合
運
動
公
園
周
辺
事
業
の
計
画
と
、
事
業
手
法
に
つ

い
て
伺
う
。

答

早
期
の
事
業
化
を
目
指
し
、
具
体
的
に
は
今
後
構
想
を
ま
と

め
、
２
０
２
５
年
に
は
完
成
さ
せ
て
い
き
た
い
。
手
法
と
し
て

は
、
公
園
整
備
へ
の
民
間
活
力
の
導
入
制
度
を
効
果
的
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

問

現
状
の
交
流
人
口
の
拡
大

や
宿
泊
者
を
伸
ば
す
施
策
を
伺

う
。

答

現
状
の
補
助
制
度(

コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
等
誘
致
促
進
事
業)

を
拡
大
し
、
合
宿
等
に
加
え
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
観
戦
も
対
象
に

し
、
助
成
額
も
拡
大
し
て
い
く
。

問

蓮
華
寺
池
公
園
か
ら
清
水

山
を
花
回
廊
で
結
ぶ
、
散
策
コ
ー

ス
の
整
備
促
進
を
伺
う
。

答

絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
清

水
山
給
水
塔
周
辺
を
中
心
に
、

ハ
イ
カ
ー
の
満
足
度
を
上
げ
る

よ
う
、
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

問

堀
之
内
地
区
の
農
地
維
持

困
難
な
土
地(

白
地)

開
発
の
可

能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
促
進
に

向
け
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ

る
運
動
公
園
の
機
能
拡
大
に
併

行
し
、
土
地
の
有
効
利
用
を
市

と
し
て
提
案
し
て
い
く
。

②絶景ポイントの清水山給水塔付近から
藤枝駅方面を遠望

①藤枝総合運動公園

自転車は環境に

も健康にも良い

乗り物です！




